
：タネまき
：育苗期
：生育期
：定植×
：収穫期

適期表記号説明

：貯蔵可能期間

発芽した状態
込みあった所は
間引きする

してモミガラや切りワラなどを敷きます。「芽出たいシート」な

[本州向け品種と北海道向け品種の違い]
タマネギは、主に日長（日の長さ）によって、肥大開始のスイッチが入りま
す。一般に本州のタマネギは、９月に種をまいて（秋まき）、１１月に定植
し、年内から春にかけてある程度の葉や根を作ってから、春になり日の長
さに反応して肥大を開始します。肥大を開始する日長は、早生品種で１２
時間前後、中生品種で１３時間前後、晩生品種で１３．５時間前後です。北
海道では、冬が大変寒いので越冬が難しく、一般に３月上旬に種をまい
て（春まき）、５月上旬に定植します。品種は、１４～１４．５時間程度の日長
で肥大開始する長日系品種が使われます。北海道の品種を本州で使用
すると、肥大開始が遅れ、梅雨時期の高温多湿条件で腐りやすくなりま
す。また、トウ立ちがたいへん起こりやすいので使用できません。

↑タマネギのタネ

[播種のタイミング]
播種時期は地域、品種により異なります。それ
ぞれ種子袋に表示された播種適期を守りましょ
う。適期より早まきすると大苗になり、抽苔、分
球を起こしやすくなります。反対に遅まきは小
苗になり、越冬率が低下したり、球の肥大が悪く
なったりします。播種期のズレは収量低下につ
ながるので注意が必要です。

播種方法は、条まきが管理しやすいでしょう。その際、発芽を揃えることが
大切です。播種後は、乾燥防止と豪雨の対策としてモミガラや切りワラな
どを敷きます。「芽出たいシート」などベタがけ資材を利用するのも発芽
を揃えるには有効な手段です。特に発芽揃いまでは、乾燥させないように
潅水に注意しまう。間引きは本葉２枚目までに行い、苗の間隔は１０㎜程
度に仕上げるとよいでしょう。中耕はタマネギの根に酸素を与え生育をよ
くするとともに雑草も防ぎます。その際、軽く土寄せを行って倒伏を防ぎ
ましょう。同時にチッソ成分で１０㎡当たり１０～１５ｇを目安に追肥すると
よいでしょう。育苗日数は５５日前後が目安となります。
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1回の栽培に必要な施肥量（全体）は、目安として１０㎡当たり成分量
で、チッソ２００～２５０ｇ、リン酸、カリ２００～３００ｇを施用します。早
生種は、元肥に２／３～全量を施用、中生～晩生種は元肥半量、追肥半
量とします。年内の生育を抑えて、１月から肥効を高め、３月上旬に止
め肥（最後の追肥）を行なうようにします。　

分球感応は温度…１４～１５℃、葉鞘径…８～１０
㎜以上。一次分球は12月上旬ごろ…外部分球、
二次分球は４月中下旬ごろ…内部分球。分球は品
種によってかなり異なります。早まきや大苗など、
生育の旺盛なときに多発しやすく、暖冬傾向のと
きや大玉を狙ってむやみに株間を広げた時にも
多発します。

葉が半乾きくらいに
なったころ、５～１０球
ずつひもでしばり、
風通しのよいところに吊す

分球感応は温度…14～15℃、葉鞘径…８～10
㎜以上。一次分球は12月上旬ごろ…外部分球、
二次分球は４月中下旬ごろ…内部分球。分球は品
種によってかなり異なります。早まきや大苗など、
生育の旺盛な時に多発しやすく、暖冬傾向の時や
大玉を狙ってむやみに株間を広げた時にも多発
します。
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